
  

■

人が集まる場所や飛沫感染のリスクの高い場所での感染予防の徹底
 ●３密の徹底回避 ●長時間の滞在を控える ●体調が悪いときは利用をやめる
 ［注意］歌唱を伴う飲食店、公民館やコミュニティセンター等での地域の集まり
 　　　などは特に注意を！

■

職場での感染予防対策の徹底
 ●換気の徹底 ●体調不良時に休暇を取得しやすい職場環境づくり
 ●大声での会話は避ける ●ソーシャルディスタンスの確保

■

飲食の場での感染予防の呼びかけ
 ●感染拡大予防ガイドラインの実践状況を確認
 ［注意］対面や至近距離で座らない、カラオケの際はマスク・フェイスシールドの
 　　　着用、マイク消毒の徹底、大声を出さない

■

体調が悪いときは行動を控える
 ●仕事、宴会、レジャー、帰省などの行動の延期や中止

新型コロナウイルス感染防止対策について
季節性インフルエンザの流行する冬に向けて

もう一度、気を引き締めて感染対策をお願いします！

徳島県新型コロナウイルス感染症対策本部

とくしま
スマートライフ
宣言！

徳島県新型コロナ
ウイルス対策
ポータルサイト

▲  

基本対策

▲

スマートライフを実践しましょう

■３密の回避  ■マスク着用  ■咳エチケット 
■手洗い手指消毒  ■うがい  ■大声を出さない

▲  

特に注意をお願いします

■友人・仲間や家族内でも感染対策を徹底し、
　家庭内にウイルスを持ち込まない
■高齢者と同居する家族の方、高齢者にサービス
　を提供する事業者は対策の徹底を

県庁だより 【採用人数】①普通･農業･理容 各1名程度
②1名程度
【申込期間】11月2～16日
【問】県教職員課 ☎621-3133 FAX621-2881

●令和2年度砂利採取業務主任者試験 
【とき・ところ】11月13日10：00～・県庁
【受付期間】10月19～30日
【問】県河川整備課 ☎621-2627 FAX621-2870

●盲ろう者向け通訳・介助員養成講座 
【とき】10月24日～3月6日の土曜日(全10回)
【ところ】県立障がい者交流プラザ
【申込期限】10月19日
【定員】10人程度（申込先着順）
【問】聴覚･ろう重複障害者生活支援センター
☎635-5093 FAX635-5096 

●危険物取扱者保安講習会 
【とき・ところ】①10月30日・あわぎんホール
②11月6日・土成歴史館
③11月12日・穴吹農村環境改善センター
④11月20日・阿南市情報文化センター
⑤11月26日・あわぎんホール
⑥12月17日⑦1月14日・鳴門・大塚スポーツパーク

●県職員採用試験
【職種】①電気・電子 ②無機化学
③学芸員（彫刻・立体造形） ④児童福祉
⑤職業訓練指導員（設備施工科）
【定員】①②③⑤各1名程度 ④4名程度
【とき】11月8日
【ところ】①②県立工業技術センター
③県立近代美術館 ④あわぎんホール
⑤県立西部テクノスクール
【申込期限】①②③10月19日 ④⑤10月23日
【問】①②県新未来産業課
☎621-2198 FAX621-2897
③県立近代美術館 ☎668-1088 FAX668-7198
④県未来創生政策課 ☎621-2257 FAX621-2758
⑤県産業人材育成センター ☎621-2345 FAX621-2852

●①県立学校実習助手選考審査 
　②県立特別支援学校寄宿舎指導員
　選考審査
【とき】12月12日、13日
【ところ】県立総合教育センター

 
●10月は「里親月間」です 
さまざまな事情で自分の家族と暮らせない子ども
たちを自分の家庭に迎え入れ、温かい愛情と正し
い理解で養育してくれる里親を募集しています。
【問】県中央こども女性相談センター
☎622-2205 FAX622-0534 

●四季を感じる「すだちくんテラス」の
　装飾（ハロウィン） 
折り紙などを使ったハロウィン飾りの製作や飾り
付け、すだちくんとの記念撮影を行います。
【とき】10月21日14：30～（集合時間14：20）
【ところ】県庁ふれあいセンター「すだちくんテラス」
【応募期限】10月19日
【問】県コールセンター ☎621-2500 FAX621-2862 

●牟岐カレープロジェクト
　県南カレー発掘キャンペーン 
県南産の食材で作ったカレーの写真を募集中。
応募者の中から抽選で牟岐町産の農水産物を
プレゼントします。 
【応募期限】10月31日
【問】県南部総合県民局
☎0884-74-7317 FAX0884-74-7337

※市外局番（088）を省略しています。

【対象】危険物取扱者として一定期間危険物取
扱作業に従事している人
【申込期間】それぞれの講習日の10日前まで
【問】徳島県危険物安全協会連合会
☎653-0399 FAX653-0610 

●障がい者職業訓練生 
【訓練科】農作業実践科（小松島市）
【訓練期間】11月16日～令和3年1月15日
【申込期限】10月23日
【問】県産業人材育成センター
☎621-2353 FAX621-2852 

●県総合計画審議会委員 
【対象】県内在住の満18歳以上
【募集人数】4人
【応募方法】10月26日までに募集テーマについ
ての作文を提出
【問】県総合政策課 ☎621-2197 FAX621-2830 

●県営住宅入居者
【募集戸数】59戸
【申込】11月4、5日10：00～16：00に県職員会館へ
【問】県営住宅供給公社 ☎666-3125 FAX666-3126
県営住宅PFI管理センター ☎678-2271 FAX655-6255

県主催の講習会や募集などさまざまな情報をお知らせします。

募集しています

資格・試験

お知らせ

催  し

講座・講習

　皆さんは、「阿波の法隆寺」と呼ばれる丈六寺を知っ
ていますか。
　丈六寺は、650年に創建されたと伝わる、県内最古の
禅寺です。本堂・観音堂など、多くの建物が国の重要文
化財に指定されています。まず、一の門、二の門、三の門
があり、三の門は室町末期の建築です。三の門を過ぎる
と境内が広がり、奥には
丈六寺の中心的建物で
ある本堂が見えます。さら
に、奥に進むと観音堂が
あり、中には聖観音座像
が祀

まつ

られています。
　丈六寺が特に美しい
のは、秋の紅葉の季節で
す。三の門付近では、紅葉と建物が一緒に見られるの
で、まるで美しい絵画を見ているようです。一番のおすす
めの場所は、一の門付近です。そこにある大きな紅葉の
木が燃えるように赤く色づくので必見です。
　近くには、美しい錦鯉が泳ぐ「せせらぎロード」もある
ので、ぜひ訪れてみてください。

あわっ子文化大使通信
あわ文化を次の世代に伝承し、徳島の魅力を県内外に発信する
「あわっ子文化大使」のリポートです。

●皆さんからのご意見・ご感想をお待ちしています。
グローバル・文化教育課  ☎088-621-3054  FAX088-621-2882

ふるさと発見！

丈六寺の紅葉

●あわっ子文化大使リポーター
徳島市南部中学校  西

にしさか
坂 新

あらた
　

文化財の宝庫
 「丈六寺」

●レシピ提供／もうかるブランド推進課

① めんつゆ（分量外）に卵黄を30分漬けておく。
②［A］を混ぜてユッケタレを作る。
③ 刺身用あおりいかとユッケタレを和える。
④くぼませるように、いかを盛り付け、卵黄を乗せて
 刻んだねぎと白ごまをかける。
●刺身用あおりいか 140g ●卵黄 1個分 ●ねぎ 適量
●白ごま 適量

［A］ 
●めんつゆ 大さじ2 ●おろしにんにく 小さじ1/2

  ●おろししょうが 小さじ1 ●ごま油 小さじ1

あおりいかの
ユッケ
作り方

材　料
（２人分）

ホームゲームの
日程はこちら ！

ホームゲームの
日程はこちら ！

［問］畜産振興課 ☎088-621-2416 FAX088-621-2857 

国
際
的
に
認
め
ら
れ
た

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
取
得

　

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
加
速
し
、
国
内
で
も
地

域
ブ
ラ
ン
ド
牛
と
の
産
地

間
競
争
が
激
化
す
る
中
、

県
で
は
平
成
29
年
度
か
ら

「
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
家
畜
・
畜
産
物
」

認
証
取
得
へ
の
取
り
組
み

を
開
始
。
家
畜
の
健
康
管

理
や
衛
生
管
理
、
環
境
保

全
や
作
業
者
の
安
全
確
保

な
ど
、
厳
し
い
審
査
項
目

が
定
め
ら
れ
た
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ

認
証
牧
場
を
県
内
に
普
及

さ
せ
る
た
め
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
影
響

を
最
も
受
け
る
の
は
牛
肉

で
す
。
牧
場
経
営
に
も
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
安
全
・

安
心
の
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
る
中
、
県
の
手
厚
い

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」
と
話

す
の
は
、
肉
用
牛
を
生
産

す
る
藤
原
幸
作
さ
ん
。
生

産
か
ら
販
売
ま
で
を
一
貫

し
て
行
う
経
営
体
制
の

中
、
中
四
国
で
２
番
目
と

い
う
早
さ
で
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
の

取
得
に
成
功
し
ま
し
た
。

県
知
事
認
定
の

ブ
ラ
ン
ド
牛
が
誕
生

　
県
で
は
昨
年
度
よ
り「
と

く
し
ま
三
ツ
星
ビ
ー
フ
認

定
制
度
」
も
ス
タ
ー
ト
。

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
農
場
で
飼

育
さ
れ
た
牛
で
あ
る
こ
と

の
ほ
か
、
出
荷
前
に
県
内

で
１
年
以
上
飼
育
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
黒
毛
和
種
で

肉
質
が
４
等
級
以
上
で
あ

る
こ
と
（
交
雑
種
の
場
合

は
３
等
級
以
上
）
を
満
た

し
た
牛
１
頭
ご
と
に
県
知

事
の
認
定
証
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

　
「
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証
を
受

け
続
け
る
た
め
に
は
、
設

備
投
資
や
日
々
の
経
営
努

力
を
継
続
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
よ
り
安
全
・

安
心
で
お
い
し
い
牛
肉
を

届
け
る
た
め
に
、
生
産
か

ら
流
通
ま
で
全
責
任
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
け

れ
ば
」

　

県
内
で
は
こ
れ
ま
で
に

３
つ
の
農
場
が
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ

認
証
を
取
得
。
国
内
外
を

見
据
え
た
徳
島
ブ
ラ
ン
ド

の
新
た
な
挑
戦
は
、始
ま
っ

た
ば
か
り
で
す
。

安
全・安
心
へ
の
厳
し
い
基
準
を
ク
リ
ア
し
た

 「
と
く
し
ま
三
ツ
星
ビ
ー
フ
」が
誕
生
！

　
　
　
　
　

肉
用
牛
生
産
者　

藤ふ
じ
わ
ら原 

幸こ
う
さ
く作 

さ
ん

畜
産次

代
の
徳
島
ブ
ラ
ン
ド
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
国
際
競
争
力
を
兼
ね
備
え
た
徳
島
生
ま
れ
の
新
ブ
ラ
ン
ド
を
つ
く
る
」。

「
農
林
水
産
業
の
未
来
を
担
う
若
手
を
育
て
る
」。徳
島
で
は
、県
や
組
合
、

生
産
者
が
三
位
一
体
と
な
り
、地
元
の
農
林
水
産
業
を
元
気
に
す
る
た
め
の

取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

な
ど
の
水
産
物
は
、
徳
島

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
京
阪
神

や
首
都
圏
に
出
荷
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
以
前
か
ら
漁
師
に
な
る

の
が
夢
で
し
た
が
、
ど
う

す
れ
ば
就
業

で
き
る
の
か

分
か
ら
な
か

っ
た
。
そ
こ

で
出
会
っ
た

の
が
『
と
く

し
ま
漁
業
ア

カ
デ
ミ
ー
』

で
し
た
」
と

話
す
の
は
、

平
成
31
年
４

月
か
ら
椿
泊

の
漁
師
に
な

っ
た
岸
辰
浩

さ
ん
で
す
。

県
の
研
修
制
度
を

活
用
し
て
漁
師
に

　

播
磨
灘
・
紀
伊
水
道
・

太
平
洋
の
自
然
条
件
の
異

な
る
３
つ
の
海
や
、
吉
野

［問］水産振興課 ☎088-621-2472 FAX088-621-2863 

 「
と
く
し
ま
漁
業
ア
カ
デ
ミ
ー
」か
ら
念
願
の
漁
師
へ
。

豊
か
な
徳
島
の
海
の
幸
を
、食
卓
へ
届
け
ま
す
。

　
　
　
　
　

椿
泊
漁
業
協
同
組
合 

漁
師 　

岸き
し　

辰た
つ
ひ
ろ浩 

さ
ん

漁
業

川
や
那
賀
川
を
は
じ
め
と

す
る
河
川
に
恵
ま
れ
た
徳

島
は
、
新
鮮
で
お
い
し
い

水
産
物
の
宝
庫
で
す
。
鳴

門
鯛
や
鳴
門
わ
か
め
、
ハ

モ
、
ち
り
め
ん
、
ア
ワ
ビ

　
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

尊
敬
す
る
親
方
に
出
会
え

た
こ
と
や
、個
人
事
業
に
向

い
て
い
る
漁
場
だ
っ
た
こ
と

が
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。今

は
親
方
の
背
中
を
見
な
が

ら
勉
強
す
る
毎
日
で
す
」

と
岸
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

先
人
の
経
験
を

受
け
継
ぎ
な
が
ら

　

現
在
、
岸
さ
ん
が
行
って

い
る
の
は
「
サ
ワ
ラ
延
縄

漁
」
と
呼
ば
れ
る
漁
法
で

す
。
約
１
㎞
に
も
及
ぶ
縄

か
ら
１
０
０
本
以
上
の
針

を
海
中
に
沈
め
、
サ
ワ
ラ

や
太
刀
魚
を
狙
い
ま
す
。

　
「
紀
伊
水
道
は
潮
の
流
れ

が
複
雑
な
の
で
、
安
全
に

漁
を
行
っ
た
り
、
魚
が
多

く
い
る
場
所
を
見
極
め
た

●漁を終え、水揚げされたばかりのサワラを手にする岸さん。

り
す
る
た
め
に
は
経

験
が
必
要
で
す
。
も

う
す
ぐ
80
歳
に
な
る

親
方
の
仕
事
ぶ
り
を

見
て
い
る
と
、
そ
の

こ
と
を
思
い
知
ら
さ

れ
ま
す
ね
」

　

出
漁
は
夜
11
時
。

午
前
４
時
頃
か
ら
縄

を
入
れ
始
め
、
明
け

方
に
約
３
時
間
を

掛
け
て
巻
き
上
げ
て

い
き
ま
す
。
縄
の
手

入
れ
が
終
わ
っ
て
帰

宅
す
る
の
は
、
い
つ

も
正
午
を
過
ぎ
て
か

ら
。「
こ
こ
で
獲
れ

た
魚
の
お
い
し
さ
を

知
っ
て
ほ
し
い
」
と

岸
さ
ん
。
私
た
ち
の

食
卓
に
お
い
し
い
魚

介
類
が
並
ぶ
背
景
に

は
、
漁
師
た
ち
の
情

熱
が
詰
ま
っ
て
い

ま
す
。

●藤原さん（右）の農場では、R2.8月末現在で100頭の「とくしま三ツ星ビーフ」が認定。

徳
島
に
適
し
た

有
望
品
種
を
探
し
て

　

豊
か
な
水
、
広
く
て
平

ら
な
土
地
、水
は
け
の
良
さ
、

日
照
時
間
の
長
さ
な
ど
栽

培
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る

徳
島
は
、
お
い
し
い
お
米

を
作
る
の
に
適
し
た
環
境

で
す
。
県
で
は
平
成
２１
年

よ
り
新
た
な
有
望
品
種
の

試
験
を
本
格
的
に
開
始
。

平
成
22
年
度
か
ら
は
Ｊ
Ａ

名
西
郡
等
の
協
力
の
も
と
、

生
産
者
と
と
も
に
６
品
種

の
お
米
の
現
地
試
験
栽
培

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
「
お
米
は
品
種
に
よ
っ
て

育
て
方
と
特
性
が
違
う
の

で
、
徳
島
の
土
地
に
適
し

た
品
種
を
見
つ
け
る
の
は

苦
労
し
ま
す
」
と
話
す
の

は
、
生
産
者
の
久
米
さ
ん
。

地
元
の
営
農
指
導
員
の
熱

心
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な

が
ら
２
年
に
わ
た
って
試
験

を
行
っ
た
結
果
、
従
来
品

種
よ
り
夏
の
暑
さ
に
強
く
、

よ
り
多
く
の
収
穫
量
が
見

込
め
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
を

持
つ
「
あ
き
さ
か
り
」
の

本
格
的
な
栽
培
に
踏
み
切

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

品
質
向
上
と

経
営
安
定
を
両
立

　

そ
の
後
も
県
や
Ｊ
Ａ
、

生
産
者
が
一
体
と
な
っ
て

試
験
栽
培
を
続
け
た
結
果
、

平
成
28
年
に
は
県
の
奨
励

品
種
に
認
定
さ
れ
、
徳
島

県
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
キ

ヌ
ヒ
カ
リ
と
並
ぶ
ブ
ラ
ン

ド
米
と
し
て
名
を
連
ね
る

ま
で
に
成
長
し
ま
し
た
。

　
「
今
ま
で
と
ほ
ぼ
同
じ
育

て
方
で
多
く
の
お
米
が
収

穫
で
き
る
の
で
周
り
の
農
家

［問］経営推進課 ☎088-621-2406 FAX088-621-2858 

２
年
連
続
で「
特
Ａ
」の
評
価
を
取
得
！

生
産
者
の
情
熱
と
と
も
に
育
っ
た「
あ
き
さ
か
り
」。

　
　
　
　
　
Ｊ
Ａ
名
西
郡 

生
産
者　

久く

め米 

美み

ち

や
智
也 

さ
ん

農
業

の
方
々
に
も
好
評
で
す
。ま

た
、他
の
お
米
と
収
穫
時
期

を
ず
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の

で
、一
番
お
い
し
い
タ
イ
ミ
ン

グ
で
収
穫
し
た
お
米
を
食

卓
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
も
う
れ
し
い
で
す
ね
」

　

米
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ

で
は
、
徳
島
県
産
の
「
あ

き
さ
か
り
」
が
平
成
30
年

か
ら
２
年
連
続
で
最
上
級

の
「
特
Ａ
」
に
格
付
け
さ

れ
ま
し
た
。
本
県
の
お
米

の
品
質
向
上
と
農
家
の
経

営
安
定
の
希
望
の
光
と
し

て
、
そ
の
可
能
性
を
伸
ば

し
続
け
て
い
ま
す
。

●深い信頼関係で結ばれた、生産者の久米さん（中央）とＪＡ名西郡の職員。

●「阿波ふうどEC」サイト
美食の宝庫、徳島産。
生産者・事業者の想いが
詰まった県産品を全国へ
お届けします。

●食べて応援！
　徳島の水産物キャンペーン

キャンペーン参加店舗で新鮮
なハモやブリなどを試供品とし
て数量限定で提供します。

詳しくは
こちら

詳しくは
こちら


